
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
三
号

一
九
九
九
年
三
月

「謙

信
公
御
書
集
」
・
「
覚
上
公
御
書
集
」

に

つ
い
て

山

田

邦

明

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
に
は
、
上
杉
謙
信

・
景
勝
の
時
代
の
古
文
書
写
を

集
成
し
た
書
物
が
保
管
さ
れ
て
い
る

(所
蔵
は
文
学
部
)
。
謙
信
に
関
連
す
る
も

の
は
十
五
冊
で
、
表
題
中
に

「御
書
集
」
と

い
う
表
現
が
あ
り
、
景
勝
の
時
代
に

か
か
わ
る
二
十

一
冊
に
は

「覚
上
公
御
書
集
」
と

い
う
表
題
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
.

「覚
上
公
」
と
は
景
勝
の
院
号
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
と
対
比
し
て
内
容
を
明
確

に

す
る
た
め
に
、
と
り
あ
え
ず
前
者
の
十
五
冊
本
を

「謙
信
公
御
書
集
」
と
名
づ
け

て
お
き
た
い
。

「謙
信
公
御
書
集
」
と

「覚
上
公
御
書
集

」
は
、
冊
子
の
大
き
さ
は
異
な
る
が
、

筆
跡
は
同

一
で
あ
り
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
も
、
こ
の
両
書
は

一
連
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず

コ

」
と
書

い
て
事
実
の
概
要
を
述
べ
、

つ
い
で

一
段

下
げ
て
典
拠
と
な
る
史
料
を
引
用
す
る
と

い
う
そ
の
体
裁
は
両
者
に
共
通
す
る
し
、

「謙
信
公
御
書
集
」
の
冒
頭
に
は
謙
信
の
出
生
や
幼
年
の
記
事
が
あ
る
が
、
景
勝

の
伝
記
記
事
は

「覚
上
公
御
書
集
」
の
最
初
に
も
存
在
せ
ず
、
「覚
上
公
御
書

集
」
は
冒
頭
か
ら
事
件
の
概
要
と
史
料
を
列
記
す
る
形
に
な

っ
て
お
り
、
両
者
が

一
連
の
作
業
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

計
三
十
六
冊
に
及
ぶ
膨
大
な
史
料
集
は
、

一
九
六
〇
年
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、

一
部
の
研
究
者
の
間
で
は
所
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
に
至
る
ま
で

全
面
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
『新
潟
県
史
』
の
編
纂
に
際
し
て

も
そ
の
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、

一
九
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
た

『新
潟

県
史
』
資
料
編
5
の

「解
説
」
で
そ
の
所
在
の
み
示
し
て
い
る
。
筆
者
は
県
史
編

纂
に
関
係
す
る
中
で
こ
の
史
料

の
存
在
を
知
り
、
『川
西
町
史
』
や

『十
日
町
市

史
』
の
編
集
の
過
程
で
調
査
を
行

っ
て
、
越
後
妻
有
地
域

(十
日
町
市

・
中
魚
沼

郡
域
)
に
か
か
わ
る
い
く

つ
か
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
書
物
の

全
面
的
検
討
に
は
着
手
で
き
な
い
で
い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、

一
九
九
六
年
に
黒
田
日
出
男
氏
の

『謎
解
き
洛
中
洛
外
図
』

(岩
波
新
書
)
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
両
書
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ

と
と
な

っ
た
。
上
杉
家
所
蔵

の
洛
中
洛
外
図
屏
風

の
検
討
を
進
め
る
中
で
、
黒
田
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氏
は

「謙
信
公
御
書
集
」
の
中
に
記
載

さ
れ
た
、
織
田
信
長
が
狩
野
永
徳
筆

の

「花
洛
尽
」
の
屏
風
を
謙
信
に
贈

っ
た
と

い
う
記
事
を
発
見
し
、
こ
の
屏
風
が
将

軍
足
利
義
輝
の
依
頼
に
応
じ
て
狩
野
永
徳
が
永
禄
八
年
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、

そ
れ
か
ら
九
年
後
の
天
正
二
年
に
な

っ
て
織
田
信
長
か
ら
謙
信
に
贈
ら
れ
た
の
だ

と
主
張
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
付
随
し
て

「謙
信
公
御
書
集
」
お
よ
び

「覚
上
公
御

書
集
」
の
史
料
価
値
に
始
め
て
言
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「覚
上
公
御
書
集
」
の
峡
に
は

「平
田
範
隅
謹
写
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
両
書
の
成
立
や
伝
来
に
か
か
わ
る
最
も
重
要
な
記
載
で
あ
る
が
、
黒
田
氏
は

『上
杉
家
御
年
譜
』
別
巻
の

「御
家
中
諸
士
略
系
譜
」
に
み
え
る
、
享
保
十

一
年

よ
り
天
明
三
年
ま
で
平
田
家
の
当
主
で
あ

っ
た

「平
田
源
太
範
隅
」
が
こ
の
人
物

で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
彼
は
こ
の
両
書
を
誰
か
か
ら
借
り
て
筆
写
し
た
だ
け
で

あ
り
、
二
つ
の

「御
書
集
」
が
編
纂
さ
れ
た
時
点
は
近
世
前
期
で
あ

っ
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て

「謙
信
公
御
書
集
」
が

『上
杉
年

譜
』
の

「謙
信
公
御
年
譜
」
(元
禄
九
年
完
成
)
と
比
べ
て
収
録
文
書
も
多
く
、

内
容
的
に
も
稿
本
的
性
格
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『上
杉
年
譜
』
に
先
行
す

る
編
纂
物
で
は
な

い
か
と

い
う
見
通
し
を
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

現
存
す
る

「謙
信
公
御
書
集
」
・
「覚
上
公
御
書
集
」
自
体
は
江
戸
後
期
の
も
の

だ
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
写
本
に
過
ぎ
ず
、
両
書
の
原
典
の
編
纂
さ
れ
た
時
点
は

『上
杉
年
譜
』
編
纂
以
前

の
江
戸
前
期

に
潮
る
と

い
う
黒
田
氏
の
指
摘
は
説
得
力

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
両
書
の
史
料
的
価
値
も
正
当
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
あ
る
。

三
十
六
冊
に
の
ぼ
る
本
書

の
内
容
は
膨
大

で
あ
り
、
そ
の
全
体
を
詳
細
に
吟
味

す
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
難
し
い
が
、
こ
の
書
物

の
価
値
を
正
し
く
把
握
し
、
所

収
文
書
や
記
事

の
活
用
を
図
る
た
め
に
も
、
そ
の
体
裁
や
内
容
に
か
か
わ
る
簡
単

な
紹
介
を
こ
こ
で
試
み
て
み
た
い
。

二

ま
ず

「謙
信
公
御
書
集
」
お
よ
び

「覚
上
公
御
書
集
」
各
冊
の
表
題
と
、
所
収

記
事
の
年
代
を
列
記
し
て
み
よ
う
。
「謙
信
公
御
書
集
」
は
全
十
五
冊
で
、
各
冊

に
以
下
の
よ
う
な
表
題

(題
箋
)
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
表
題
か
ら
記
事
の

年
代
を
お
お
よ
そ
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
表
題
の
形
式
が

一
定
し
て
い
な

い
の

で
、
収
録
記
事
の
年
代
を
付
記
し
て
お
い
た
。

第

一
冊

「御
年
譜
略

御
書
集
前
書
狸
言
集
」

(享
禄
三
年
よ
り
天
文
十
九
年
ま
で
)

第
二
冊

「天
文
二
十
同
廿
三
弘
治
之
比
」(天

文
二
十
年
よ
り
弘
治
三
年
ま
で
)

第
三
冊

「永
禄
元
御
書
集
前
書
狸
言

同
二
同
三
」

(永
禄
元
年
よ
り
永
禄
三
年
ま
で
)

第
四
冊

「永
禄
四
御
書
集
」

(永
禄
四
年
)

第
五
冊

「永
禄
五
同
六
御
書
集
」

(永
禄
五
年

・
永
禄
六
年
)

第
六
冊

「永
禄
七
御
書
集
」

(永
禄
七
年
)

第
七
冊

「永
禄
八
同
九
御
書
集
」

(永
禄
八
年

・
永
禄
九
年
)

第
八
冊

「永
禄
十
同
十

一
御
書
集
」

(永
禄
十
年

・
永
禄
十

一
年
)

第
九
冊

「永
禄
十
二
御
書
集

従
正
月
」(永

禄
十
二
年
正
月
よ
り
閏
五
月
ま
で
)

第
十
冊

「永
禄
十
二

従
六
月

十
二
月

終
」

(永
禄
十
二
年
六
月
よ
り
十
二
月
ま
で
)

第
十

一
冊

「元
亀
元
御
書
集
」

(元
亀
元
年
)

第
十
二
冊

「元
亀
二
同
三
御
書
集
」

(元
亀
二
年

・
元
亀
三
年
)
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第
十
三
冊

「
天
正
元
同
二
御
書
集
」

(天
正
元
年

・
天
正
二
年
)

第
十
四
冊

「
天
正
三
同
四
御
書
集
」

(天
正
三
年

・
天
正
四
年
)

第
十
五
冊

「
天
正
五
同
六
御
書
集

終
」(天

正
五
年
よ
り
天
正
六
年
三
月
ま
で
)

こ
の
よ
う
に

一
冊
で

一
年
ま
た
は
二
年

の
記
事
を
含
む
場
合
が
多

い
が
、
史
料

の
多
い
永
禄
十
二
年
だ
け
は
二
冊
で

一
年
分
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
表
題
は

「御

書
集
」
の
語
と
収
録
年
代
を
併
記
す
る
形

が
多

い
が
、
第

一
冊
に

「御
年
譜
略

御
書
集
前
書
裡
言
集
」
、
第
三
冊
に

「御
書
集
前
書
狸
言
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ

と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る

「前
書
」
と
は
史
料

の
前
に
書
か
れ

た
記
事

(地
の
文
)
を
指
す
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
内
容
は
史
料

の
要
点
紹

介
に
止
ま
ら
な

い
。
「謙
信
公
御
書
集
」
も

「覚
上
公
御
書
集
」
も
、
「御
書
集
」

と
は
あ
る
が
実
際
に
は

「前
書
」
と

「御
書
」
の
集
成
な
の
で
あ
る
。
ま
た
特
定

の
史
料
に
拠
ら
な

い
伝
承
記
事
も
か
な
り
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
も
の

が
表
題
に
み
え
る

「裡
言
」
に
あ
た
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
両
書
が
単
な

る
古
文
書
集
で
は
な
く
、
年
代
順
に
史
料

に
基
づ
く
事
実
と
、
伝
承
記
事
を
列
記

し
、
あ
わ
せ
て
根
拠
と
な

っ
た
史
料
も
記
載
す
る
と

い
う
、
立
体
的
構
造
を
も
つ

編
纂
物
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
表
題
は
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
第

一
冊
の
表
題
に
み
え
る

「御
年
譜
略
」
と

い
う
表
現
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
冊
の
最
初

の
部
分
に
も

「御
年
譜
略

録
写
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
「御
書

集
」
全
体
が
編
年
で
上
杉
家
当
主
の
事
跡
を
記
し
た

「年
譜
」
の

「略
録
」
で
あ

る
と
い
う
意
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
記
し
た
よ
う
な
こ
の
書
物

の
記
載
形
式
も
、
文
書
集
と
い
う
よ
り

「
年
譜
」
の
草
稿
と

い
っ
た
ほ
う
が
よ
り

ふ
さ
わ
し
い
。

な
お
第

一
冊
に
は
表
紙
右
上
部
分
に

「従
御
誕
生
、
天
文
十
九
年
十
二
月

マ

テ
」
と
書
か
れ
て
い
る
、
後
述
す
る
よ
う

に
こ
う
し
た
記
載
は

「覚
上
公
御
書

集
」
の
各
冊
に
み
え
る
が
、
「謙
信
公
御
書
集
」
で
は
こ
の
冊
だ
け
に
あ
る
。
ま

た
第

二
冊
の
題
箋

の
下
に
は

「壱
」
と
書
か
れ
、
背

の
部
分
の
底

(小
口
の
右

端
)
に
も

「壱
」
と
あ
る
。
そ
し
て
第
三
冊
か
ら
最
後

の
十
五
冊
ま
で
の
題
箋
の

下
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「弐
」
か
ら

「十
四
」
ま
で
の
文
字
が
記
さ
れ
、
同
じ
く
背

の
底
に
も

「
二
」
か
ら

「十
四
」
の
字
が
書
か
れ
て

い
る
。
「謙
信
公
御
書
集
」

は
十
五
冊
だ
が
、
最
初
の

一
冊
は
巻
首
に
あ
た
り
、
巻
数
は
十
四
巻
だ
と
認
識
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

三

続
い
て

「覚
上
公
御
書
集
」
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
「謙
信
公
御
書
集
」
は

厚
め
の
紙
で
上
下
二
方
向
か
ら
全
体
を
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
書
き
入
れ
は
な

い
が
、
「覚
上
公
御
書
集
」
二
十

一
冊
は
四
方
か
ら
包
み
込
む
形
の
秩
に
お
さ
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
秩
の
表
紙
に
は

覚
上
公
御
代
御
書
集

従
天
正
六
年

至
慶
長
六
年

廿
壱
冊

平
田
範
隅
謹
写
之

と
記
さ
れ
、
そ
の
裏
に
は
天
正
六
年
か
ら
慶
長
六
年
に
至
る
年
代
表
と
収
録
巻
に

か
か
わ
る
メ
モ
書
き
が
あ
る
。

「覚
上
公
御
書
集
」
の
各
冊
に
は
厚
紙
の
表
紙
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
題

部
分
に
は

「覚
上
公
御
書
集
之
壱
」
な
ど
と
巻

の
数
が
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
表
紙

の
右
上
部
分
に

「従
天
正
六
年
正
月

同
年
六
月
迄
」
と
い
う
よ
う
に
収
載
記
事

の
年
次
が
書
か
れ
て
い
る
。
先
に
見
た

「謙
信
公
御
書
集
」
の
表
題
が
各
冊
で
ま

ち
ま
ち
だ

っ
た
の
に
対
し
て
、
「覚
上
公
御
書
集
」

の
表
題
の
形
式
は
整
然
と
し

て
い
る
。

た
だ

「覚
上
公
御
書
集
」
の
各
冊
の
表
紙
を
め
く

っ
た

一
紙
目
に
も
、
主
と
し
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て
巻
数
と
収
載
年
月
を
記
載
し
た
表
題
が
あ
る
。
こ
の
表
題
を
と
り
あ
え
ず

「内

題
」
と
表
現
し
、
以
下
各
冊
ご
と
に
表
題
と
内
題
の
内
容
を
列
記
し
て
み
た
い
。

第

一
冊

,表
題

「覚
上
公
御
書
集
之
壱

従
天
正
六
年
正
月

同
年
六
月
迄
」

内
題

「天
正
六
年
古
案
前
書
僅
言
集

従
正
月

到
六
月

一
」

第
二
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之
弐

従
天
正
六
年
七
月

同
年
十
二
月
迄
」

内
題

「天
正
六
年
古
案
御
書
集

従
七
月

到
九
月

猶
又
至
十
二
月

二
」

第
三
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之
三

従
天
正
七
年
正
月

至
同
年
十
二
月
」

内
題

「
天
正
七
年

従
正
月

十
二
月
迄

三
」

第
四
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之

四従
天
正
八
年
正
月

同
年
十
二
月

二
至
ル
」

内
題

「御
年
譜
略
天
正
八
年
留

従
正
月

到
十
二
月

四
」

第
五
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之

五

従
天
正
九
年
正
月

同
年
十
二
月
迄
」

内
題

「御
書
集

天
正
九
年

完

五
」

第
六
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之

六

天
正
十
年
正
月
よ
り
六
月
ま
て
」

内
題

「天
正
十
年

従
正
月

六
月
迄

六
」

第
七
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之

七

天
正
十
年
七
月
よ
り
十
二
月
ま
て
」

内
題

「天
正
十
年

七
月

十
二
月
迄

閏
拾
二
月

七
」

第
八

冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之
八天

正
十

一
年
正
月
よ
り
同
年
四
月
ま
て
」

内
題

「天
正
十

一
年

従
正
月

至
四
月

八
」

第
九
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之
九

従
天
正
十

一
年
五
月

至
十
二
月
」

内
題

「天
正
十

一
年

従
五
月

至
十
二
月

九
」

第
十
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之
十

従
天
正
十
二
年
正
月

至
十
二
月
」

内
題

「天
正
十
二
年

従
正
月

五
月
迄

猶
至
十
二
月

十
」

第
十

一
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之
十

一従
天
正
十
三
年
正
月

至
十
二
月
」

内
題

「天
正
十
三
年

至
正
月

十
二
月

閏
八
月

十

一
」

第
十
二
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之
十
弐従

天
正
十
四
年
正
月

至
十
二
月
」

内
題

「天
正
十
四
年

従
正
月

十
二
月
迄

十
二
」

第
十
三
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
之
十
三

従
天
正
十
五
年
正
月

至
同
十
六
年
十
二
月
」

内
題

「天
正
十
五
年

従
正
月

十
二
月
迄

同

十
六
年

従
正
月

十
二
月
迄

閏
五
月

十
三
」

第
十
四
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
十
四

従
天
正
十
七
年
正
月

至
十
二
月
」

内
題

「天
正
十
七
年

従
正
月

十
二
月
迄

十
四
」

第
十
五
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
十
五

自
天
正
十
八
年
正
月

至
十
二
月
」

内
題

「天
正
十
八
年

従
正
月

十
二
月
迄

十
五
」

第
十
六
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
拾
六

従
天
正
十
九
年
正
月

至
十
二
月
」

内
題

「天
正
十
九
年

従
正
月

十
二
月
迄

閏
正
月

十
六
」

第
十
七
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
十
七
之
上

従
文
禄
元
年
正
月

同
二
年
十
二
月
迄
」

内
題

「文
禄
元
年

従
正
月

十
二
月
迄

天
正
二
十
年
十
二
月
廿
八
日
改
元

同

二
年

従
正
月
十
二
月
迄

閏
九
月

十
七
ノ
上
」

第
十
八
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
十
七
之
下

従
文
禄
三
年
正
月

至
十
二
月

同
四
年
同
断

慶
長
元
年
前
同
断
」

内
題

「文
禄
三
年

従
正
月

十
二
月
迄
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同

四
年

同

慶
長
元
年

同

文
禄
五
年
十

一
月
廿
七
日
改
元
、
閏
七
月
也

十
七
ノ
下
」

第
十
九
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
拾
八

従
慶
長
二
年
正
月

同
四
年
十
二
月
迄
」

内
題

「慶
長
二
年

従
正
月
十
二
月
迄

同

三
年

同

同

四
年

同

十
八
」

第
二
十
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
十
九

慶
長
五
年
自
正
月

至
十
二
月
」

内
題

「慶
長
五
年

従
正
月

十
二
月
迄

十
九
」

第
二
十

一
冊

表
題

「覚
上
公
御
書
集
二
拾

大
尾

慶
長
六
年
自
正
月

至
十
月
」

内
題

「慶
長
六
年

従
正
月

十
月
迄

廿

大
尾
」

「謙
信
公
御
書
集
」
と
同
様
、
「覚
上
公
御
書
集
」
に
お
い
て
も

一
冊
で

一
年
分

の
記
事
を
収
録
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
史
料

の
多
い
天
正
六
年

・
十
年

・
十

一
年

は
二
冊
で

一
年
分
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
文
禄

・
慶
長
の
時
期
に
つ
い
て
は
数
年

分
を

一
冊
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
多

い
。

巻
の
構
成
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
巻
十
七

の
み
が
上
下
二
冊
に
分
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
巻
十
七
は
文
禄
元
年
か
ら
慶
長
元
年
ま
で
あ
し
か
け
五
年

分
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
の
み
上
下
に
分
冊
さ
れ
た
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

巻
十
七
上
は
文
禄
元
年
と
二
年
の
二
年
分
、
下
は
文
禄
三
年

・
同
四
年

・
慶
長
元

年
の
三
年
分
で
あ
る
が
、
二
年
や
三
年
で

一
冊
と

い
う
の
は
他
の
巻
と
比
べ
て
不

自
然
で
は
な

い
の
で
、
こ
の
冊
分
け
が
編
纂
当
初
に
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
巻
十

七
上
を
巻
十
七
、
十
七
下
を
巻
十
八
と
し
、
全
二
十

一
巻
で
構
成
す
れ
ば
問
題
な

い
こ
と
に
な
る
。
確
言
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
書
物
が
編
纂
さ
れ
た
段
階
で
は
二

十
巻
で
二
十
冊
だ

っ
た
の
が
、
書
写
の
過
程
で
装
丁
上
の
都
合
で
十
七
巻
の
み
が

上
下
に
分
冊
さ
れ
た
と
と
り
あ
え
ず
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
こ
の
こ
と

も
現
存
す
る

「御
書
集
」
が
編
纂
さ
れ
た
現
物
で
は
な
く
後
世
の
写
本
で
あ
る
こ

と
を
示
す
根
拠
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
第

一
冊
の
内
題
に

「古
案
前
書
狸
言
集
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
第
二
冊
の

内
題
に

「古
案
御
書
集
」
、
第
四
冊
の
内
題
に

「御
年
譜
略
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
「謙
信
公
御
書
集
」
と
同
様

「覚
上
公
御
書
集
」

も
単
な
る

「御
書
集
」
で
は
な
く

「前
書
狸
言
集
」
と
も
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
「御
年
譜
略
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
側
面
も
持

つ
こ
と
を
こ
の
内
題
は
示

し
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
に
み
え
る

「古
案
」
は
古
い
古
文
書
の
写
の
意
で
あ
り
、

「御
書
集
」
と
は
い
い
な
が
ら
収
載
文
書
は
上
杉
家
当
主

の
発
給
文
書
に
限
定
さ

れ
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
こ
う
し
た
内
題
が
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の

「御
書
集
」
と

「古
案
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
若
干
付
言
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
現
在
米
沢
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
上
杉
家
の
史
料
の
中
に
、

「歴
代
古
案
」
お
よ
び

「古
案
」
(別
本
歴
代
古
案
)
と
呼
ば
れ
る
古
文
書
集
が
あ

る
。
こ
れ
は
上
杉
家
の
文
書
お
よ
び
各
家
臣
の
家
に
相
伝
さ
れ
た
文
書

(主
と
し

て
謙
信

・
景
勝
の
時
代
の
も
の
)
を
家
別
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
く

上
杉
家

の
史
料
に
は
、
謙
信
お
よ
び
景
勝
の
発
給
文
書
の
み
を
列
記
し
た

「謙
信

公
御
書
」
「景
勝
公
御
書
」
と
い
う
書
物
も
あ
る

(
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版

上

杉
文
書
』
所
収
、
雄
松
堂
書
店
)
。
詳
細
の
検
討
は
後
日
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
米
沢
藩
に
お
け
る
修
史
事
業
の
過
程
で
こ
う
し
た

「古
案
」
と

「御
書

集
」
が
並
行
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
「古
案
」
と

「御
書
集
」

と
は
違
う
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
す
る
と
こ
こ
で
紹

介
し
て
い
る

「謙
信
公
御
書
集
」
や

「覚
上
公
御
書
集
」
も
、
厳
密
に
は

「御
書
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集
」
の
範
疇
を
超
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
書
名
に
つ
い
て
も
再
検
討
の

必
要
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

四

以
上
、
「謙
信
公
御
書
集
」
・
「覚
上
公
御
書
集
」
の
主
と
し
て
形
態
面
に
つ
い

て
述
べ
て
き
た
が
、
つ
い
で
そ
の
記
載
の
形
式
や
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介

し
た
い
。
ま
ず

「謙
信
公
御
書
集
」

の
第

二
冊
目
の
中
か
ら

一
つ
の
記
事
を
選
ん

で
み
よ
う
。

一

同
年
三
月
中
旬
、
武
田
晴
信
令
干
信
州
表
出
張
、
剰
到
干
信
越
堺
令
遮
却

越
国
御
出
陣
通
途
故
、
信
州
御
味
方
高
梨
刑
部
大
輔
政
頼
、
飯
山
城
等
難

相
抱
旨
、
頻
而
求
干
越
府
御
出
陣
旨
、
依
叢
干
上
田
長
尾
政
景
公
、
当
廿

四
日
就
可
有
春
日
山
御
進
発
、
早
速
可
為
出
陣
旨
、
猶
大
井
田
藤
七
郎
基

政
委
曲
可
申
送
由
被
仰
送
也
、

就
信
州
之
儀
、
度
々
如
令
啓
、
至
干
今
度
茂
更
無
拠
子
細
候
間
、
非
可

致
見
除
候
、
左
候

ハ
・
、
出
張

日
限
等
之
事
、
肇
可
申
談
進
候
処
、
景

(者
力
)

虎
出
馬
遅
々
候
共
、
高
刑
飯
山
地
可
打
明
由
、
頻
而
被
申
越
候
、
左
様

に
被
申
候
者
、
弥
失
節
儀
候
条
、
明
廿
四
日
罷
立
候
、
毎
度
如
申
宣
、

弥
可
為
御
太
儀
候
、
早
速
御
着
陣
肝
要
候
、
恐
々
謹
言
、

猶
々
、
於
様
体
者
、
従
藤

七
郎
方
可
申
入
候
、

弾
正
少
弼

三
月
廿
三
日

景
虎

越
前
守
殿

こ
れ
は
天
文
二
十
四
年

(弘
治
元
年
)
の
条
に
収
め
ら
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
。

史
料
は
長
尾
景
虎

(の
ち
の
上
杉
謙
信
)
か
ら
、
同
族
で
越
後
上
田
庄
の
領
主

で

あ
る
長
尾
政
景
に
あ
て
ら
れ
た
書
状
で
、
高
梨
ら
を
救
う
た
め
に
明
日
信
州
に
む

け
て
出
兵
す
る
か
ら
、
上
田
か
ら
も
軍
勢
を
出
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

「謙
信
公
御
書
集
」
の
編
者
は
、
こ
の
史
料
を
天
文
二
十
四
年
の
も
の
と
判
断

し
て
こ
こ
に
置
く
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
解
読
し
て
詳
し

い

「前
書
」
を
記
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の

「前
書
」
は
史
料
の
原
文
と
同
程
度
の
分
量
を
持
ち
、
武
田

晴
信
が
信
州
に
出
陣
し
、
さ
ら
に
信
越
国
境
に
近
づ

い
て
越
後
軍
の
通
路
を
遮
断

し
た
と

い
う
、
文
書
に
は
直
接
示
さ
れ
て
い
な
い
背
景
も
記
し
て
い
る
。
史
料
で

は

「高
刑
」
と
み
え
る
人
物
が

「高
梨
刑
部
大
輔
政
頼
」
で
あ
る
こ
と
も

「前

書
」
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
と
に
注
意
を
引
く
の
は

「猶
大
井
田
藤
七
郎
基
政

委
曲
可
申
送
由
被
仰
送
也
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。

こ
の

一
文
は
文
書
の
追

っ
て
書
き
の

「猶
々
、
於
様
体
者
、
従
藤
七
郎
方
可
申

入
候
」
と

い
う
記
載
の
内
容
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
史
料
に
み
え
る

「藤
七

郎
」
が

「大
井
田
藤
七
郎
基
政
」
で
あ
る
と
い
う

「前
書
」
の
記
載
は
重
要
で
あ

る
。
景
虎
が
書
状
で
姓
を
書
か
ず
、
た
だ

「藤
七
郎
」
と
の
み
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
推
し
て
、
長
尾

一
門

の
誰
か
で
は
な

い
か
と
推
測
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
の

こ
と
は

一
般
に
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
こ
の
編
者
は
何
か
の
根
拠
を
も
と
に
、

こ
の

「藤
七
郎
」
が
大
井
田
藤
七
郎
基
政

で
あ
る
と
判
断
し
、
「前
書
」
に
そ
の

情
報
を
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

大
井
田
氏
は
新
田
氏
の

一
族
で
、
越
後
妻
有
地
方
に
拠
点
を
す
え
、
南
北
朝
内

乱
に
お
い
て
は
新
田
義
貞
に
従

っ
て
活
躍
し
、
そ
の
後
も
家
名
を
保

っ
て
上
杉
家

の
家
臣
と
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
大
井
田
氏
に
か
か
わ
る
系
図
な
ど
に
、
上
田

の
長
尾
政
景
の
実
弟
が
大
井
田
家
に
入

っ
て
大
井
田
藤
七
郎
と
名
乗

っ
た
と

い
う

記
事
が
み
え
る
の
で
あ
る

(「米
沢
大
井
田
家
系
譜
」
、
全
国
大
井
田
同
族
会
編
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『大
井
田

一
族
の
す
べ
て
』
〈
一
九
九
六
年

〉
四
七
頁
)
。

こ
の
景
虎
の
書
状
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
景
虎
出
馬
の
詳
細
は
こ
の

「藤
七
郎
」

に
よ

っ
て
政
景
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
藤
七
郎
は
景
虎
に
近
侍

し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
周
知

の
よ
う
に
長
尾
政
景
は
景
虎
が
越
後
守
護
代
に

な

っ
て
す
ぐ
離
反
し
、
し
ば
ら
く
争

い
あ

っ
た
人
物
で
あ
る
。
ほ
ぼ
対
等
の
長
尾

一
門
で
、
か

つ
関
東

へ
の
通
路
に
あ
た
る
上
田
庄
を
押
さ
え
て
い
る
彼
と
の
関
係

を
円
滑
に
保
つ
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
景
虎
に
と

っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
で

あ

っ
た
。
講
和
の
あ
か
し
と
し
て
景
虎
の
姉
が
政
景
に
嫁

い
で
い
た
が
、
こ
れ
に

加
え
て
政
景
の
弟
の
大
井
田
藤
七
郎
が
府
内

に
出
て
景
虎
の
も
と
に
仕
え
て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

史
料
に
み
え
る

「高
刑
」
が

「高
梨
刑
部
大
輔
政
頼
」
で
あ
る
こ
と
は
、
わ
り

あ

い
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
が
、
「藤
七
郎
」
が

「大
井
田
藤
七
郎
」
で
あ
る
こ

と
は
、
上
杉
家
中
に
か
な
り
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
思
い
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
史

料
の
内
容
を
忠
実
に
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
材
料
か
ら
わ
か
る
情
報
を
付

け
加
え
て
作
成
さ
れ
た

「前
書
」
の
記
載
は
、
と
き
に
誤
り
を
含
む
と
は
い
え
研

究
の
上
で
き
わ
め
て
有
益
な
の
で
あ
る
。

五

「謙
信
公
御
書
集
」
・
「覚
上
公
御
書
集
」
と
も
に
、
そ
の
記
載

の
ほ
と
ん
ど
は

前
記
し
た
よ
う
な

「前
書
」
と
史
料
本
文
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
が
、
あ
え
て

史
料
を
記
載
せ
ず

「前
書
」
の
み
記
す
場
合
も
あ
り
、
ま
た
特
定

の
史
料
に
よ
ら

な

い
伝
承
の
類
を
記
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
後
者
は
表
題
に
み
ら

れ
る

「狸
言
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
分
量
は
多
く
な
い
が
注
目
す
べ

き
記
載
も
あ
る
。

先
に
み
た
よ
う
に
上
田
の
長
尾
政
景
は
謙
信
と
身
分
的
に
は
対
等
で
、

一
時
は

敵
対
し
て
い
た
が
、
や
が
て
謙
信

の
片
腕
と
し
て
活
躍
す
る
に
至
、る
。
謙
信
に

と

っ
て
政
景
は
国
内
で
最
大
の
脅
威
で
あ

っ
た
が
、

一
方
で
信
頼
で
き
る
朋
輩
で

も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
小
田
原
攻
め
の
三
年
後

の
永
禄
七
年
七
月
五
日
、

政
景
は
上
田
の
野
尻
池
で
溺
死
し
て
し
ま
う
。
政
景
の
子
喜
平
次

(の
ち
の
景

勝
)
は
謙
信
の
養
子
と
し
て
府
内
に
あ
り
、
上
田
長
尾
氏

の
家
臣
た
ち
は
当
主
を

失

っ
て
謙
信
に
直
属
す
る
軍
団
と
し
て
編
成
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

長
尾
政
景
の
急
死
に
よ

っ
て
、
謙
信
の
立
場
は
安
定
し
、
関
東

へ
の
通
路
に
あ

た
る
上
田
庄
の
掌
握
が
大
き
く
進
ん
だ
わ
け
で
、
政
景
の
死
が
単
な
る
事
故
で
は

な
く
、
裏
で
謙
信
が
糸
を
引
い
て
い
た
と
い
う
伝
え
は
早
く
か
ら
広
ま

っ
て
い
た
。

宇
佐
美
定
満
が
謙
信
の
密
命
を
受
け
て
政
景
と
同
じ
船
に
乗
り
、
共
に
溺
死
し
た

と

い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て

「謙
信
公
御
書
集
」
は
永
禄
四
年
七
月
の
条
で
と
り
あ
げ

て
い
る
。

一

同
年
七
月
五
日
、
越
後
魚
沼
郡
上
田
城
主
長
尾
越
前
守
平
政
景
逝
去
、
誰

宗
得
院
殿
匠
山
道
宗
大
居
士
、
干
上
田
福
寿
山
楊
厳
禅
寺
、
奉
葬
送
之
、

導
師
当
寺
三
代
恵
天
長
可
和
尚
勤
役
之
　
、

上
田
庄
楊
厳
寺
者
、
弘
治
年
中
、
政
景
亡
父
君
越
前
守
房
長
為
菩
提
令

開
基
之
、
則
房
長
法
号
楊
厳
寺
殿
月
洲
、

又
、
政
景
卒
去
説
、
干
此
時
政
景
有
干
信
州
野
尻
砦
番
鎮
、
厭
信
州
為

消
失
残
暑
、
干
野
尻
湖
水
浮

一
舟
尽
日
有
遊
宴
、
相
従
輩
及
沈
酔
、
水

中

一
遊

一
詠
、
其
楽
不
可
尽
、
及
干
波
底
顛
倒
、
事
危
急
也
、
船
中
衆

勢
令
干
大
狼
狽
、
欲
為
授
救
輩
及
沈
酔
周
章
不
少
、
干
終
政
景

・
宇
佐

美
定
満
及
溺
死
、
船
中
有
合
近
臣
関
谷
佐
左
衛
門

・
国
分
彦
五
郎
胤
吉

・
内
藤
左
近

・
売
聞
又
次
郎
等
、
及
数
輩
溺
死
若
干
也
、
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、

干
是
有
両
説
、
宇
佐
美
定
満
密
受
公
深
厳
命
故
、
有
此
計
、
宇
佐
美
倶

溺
死
癸
、

又
、
宇
佐
美
駿
河
守
定
満
者
、
永
禄
七
年
七
月
五
日
也
、

又
、
永
禄
四
年
七
月
五
日
、
為
政
景
宇
佐
美
定
満
溺
死
故
、
名
字
断
絶
、

子
孫
及
浪
人
事
顕
見
諸
書
也
、
錐
然
、
永
禄
九
年
五
月
、
宇
佐
美
民
部

少
勝
行
従
越
府
為
使
介
、
江
州
矢
嶋
御
所
源
義
昭
公
江
被
贈
長
光
御
太

刀
御
馬
黄
金
等
、
是
以
可
相
違
事
知
者
也
、

又
、
永
禄
四
年
七
月
五
日
、
令
政
景
溺
死
者
、
上
田
旧
臣
下
平
修
理
亮

秀
広
、
密
受
公
鉤
命
頼
、
此
計
事
相
計
、
及
溺
死
故
、
令
嗣
源
右
衛
門

国
広
、
令
改
称
下
平
、
改
干
今
井
別
称
也
、
故
於
干
今
下
平
家
御
書
有

干
今
井
家
也
、

政
景
溺
死
の
年
に
つ
い
て
は
永
禄
四
年
と

い
う
所
伝
も
あ
り
、
そ
の
た
め

「謙

信
公
御
書
集
」
の
編
者
も
永
禄
四
年
条

に
こ
の
記
事
を
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
興
味
を
ひ
く
の
は
、
政
景
溺
死

の
事
情
を
め
ぐ
る

「両
説
」
が
あ
る
と

い

う
記
載
で
あ
る
。
政
景
と
い
っ
し
ょ
に
溺
死
し
た
の
が
誰
か
を
め
ぐ

っ
て
、
宇
佐

美
定
満
だ
と
い
う
説
と
、
下
平
修
理
亮
秀
広
が
下
手
人
だ
と

い
う
説

の
二
つ
が
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
宇
佐
美
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
説
は
周
知
の
も
の
だ
が
、
下
平
が

関
わ

っ
て
い
る
と

い
う
の
は

一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
下
平
修
理
亮

は
越
後
妻
有
地
方
の
武
士
で
、
近
隣
の
領
主
で
あ
る
上
野
家
成
と
激
し
い
土
地
争

い
を
続
け
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
が
謙
信
の
密
命
を
受
け
て
政
景
殺
害
を
謀
り
、

と
も
に
溺
死
し
た
と
い
う
説
が
記
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
説
に
か
か
わ
る

「御
書
集
」
の
記
事
は
短

い
が
、
そ
の
内
容
は
説
得
的
で

あ
る
。
こ
の
事
件

の
あ
と
、
嗣
子
の
源
右
衛
門
国
広
は
下
平
の
姓
を
改
め
て
今
井

と
改
姓
し
、
そ
の
た
め
今
で
も
下
平
家

の
文
書
は
今
井
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

記
さ
れ
て
い
る
。
「御
書
集
」

の
編
者
は
宇
佐
美
が
犯
人
だ
と

い
う
説
に
は
疑
問

を
呈
し
て
い
る
が
、
下
平
説
に
対
し
て
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
文
書
の
所
在
か

ら
み
て
も
た
や
す
く
斥
け
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

下
平
修
理
亮
の
遺
領
は
没
収
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
景
勝
の
時
代
に
な
る
と
こ
の

地
の
領
主
と
し
て
今
井
源
右
衛
門
尉
国
広
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る

(「長
福
寺

文
書
」
今
井
国
広
寺
領
注
文
、
『新
潟
県
史
』
資
料
編
5
、
七
四
頁
)
。
下
平
修
理

亮

の
嗣
子
が
今
井
源
右
衛
門
国
広
だ
と
い
う

「御
書
集
」
の
記
述
は
こ
の
こ
と
か

ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
下
平
が
政
景
横
死
の
首
謀

者
で
あ
る
と
記
し
た
書
物
も
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
井
源
右
衛
門
尉
国
広
は
景
勝
の
時
代
に
下
越
後
の
笹
岡
城
に
派
遣
さ
れ
て
新

発
田
重
家
討
伐
の
先
鋒
と
し
て
活
躍
す

る
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て

「越
後
治
乱

記
」
と

い
う
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
今
井
の
先
祖
の

「下
平
修

理
」
が
謙
信
の
命
を
う
け
て

「永
禄
四
年
七
月
五
日
」
に
政
景
を
野
尻
池
に
沈
め

た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(『越
佐
史
料
』
巻
六
、

一
一
三
頁
)
。

「謙
信
公
御
書
集
」
と

「越
後
治
乱
記
」
の
相
互
関
係
は
明
ら
か
に
で
き
な

い

が
、
江
戸
前
期
の
米
沢
藩
に
お
い
て
、
政
景
横
死
事
件
の
犯
人
が
実
は
下
平
で
あ

る
と
い
う
伝
承
が
、
部
分
的
に
せ
よ
広
が

っ
て
い
た
可
能
性
は
高

い
。
そ
し
て

「御
書
集
」
の
編
者
が
考
え
た
よ
う
に
、
宇
佐
美
定
満
が
関
係
し
て
い
る
と

い
う

一
般
に
流
布
し
て
い
る
説
よ
り
、
下
平
が
か
ら
ん
で
い
る
と
い
う
説
の
ほ
う
が
真

実
に
近

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

六

「謙
信
公
御
書
集
」
と

「覚
上
公
御
書
集
」
の
丁
数
は
合
計
で
二
九
〇
〇
丁
余

を
数
え
、
収
載
文
書

の
数
も
二
千
点
は
優
に
超
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
だ
け
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の
多
数
の
文
書
を
年
次
順
に
配
列
し
た
書
物

が
江
戸
の
前
期
に
成
立
し
て
い
た
こ

と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
文
書
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
編
纂
過
程

で
調
査
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
注
入
し

て
記
載
さ
れ
た

「前
書
」
「狸
言
」
の

部
分
も
価
値
が
高

い
。
黒
田
氏
が
発
見
さ
れ
た
洛
中
洛
外
図
が
永
禄
八
年

の
製
作

で
あ

っ
た
と
い
う
記
事
も
、
ま
さ
に
こ
の

「前
書
」
部
分
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

米
沢
藩
上
杉
家
に
伝
え
ら
れ
た
膨
大
な
書
物
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
上
杉
家
に

お
い
て
は
江
戸
の
早
い
時
期
か
ら
家
臣
の
由
緒
書
と
文
書
の
提
出
を
求
め
、
こ
れ

を
も
と
に
上
杉
家

の
歴
史
を
ま
と
め
る
事
業

が
発
足
し
て
い
た
。
そ
の
中
心
的
成

果
が

「謙
信
公
御
年
譜
」
に
始
ま
る
代
々
当
主
の

「御
年
譜
」

(上
杉
年
譜
)
で

あ
り
、
そ
の
後
も

「上
杉
家
記
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
書
物
が
編
纂
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
米
沢
藩
の
修
史
事
業
と

「謙
信
公
御
書
集
」
「覚
上
公
御
書
集
」
が
ど

う
か
か
わ
る
の
か
は
未
解
明
で
あ
る
が
、
こ
の
両
書
が
そ
の
分
量
か
ら
い
っ
て
も

個
人
の
努
力
で
達
成
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
、
や
は
り
公

的
な
修
史
事
業
の

一
環
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

謙
信

・
景
勝
二
代
の
文
書
は
、
そ
の
多
く

が

『越
佐
史
料
』
に
収
録
さ
れ
、
ま

た

『新
潟
県
史
』
で
も
原
文
書
を
中
心
に
多
く
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
最
近
で
は

『歴
代
古
案
』

の
刊
行
も
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
国
大
名

越
後
上
杉
氏
に
関
わ
る
文
書

の
多
く
は
刊
行
物
の
形
で
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
多
く

の
こ
さ
れ
た
文
書
の
写
な
ど
の
中
に
は
、

い
ま
だ
に
刊
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な

い
も

の
も
か
な
り
あ
る
。
「謙
信
公
御
書

集
」
「覚
上
公
御
書
集
」
の
収
載
文
書
の
う
ち
、
従
来

の
刊
行
物
に
未
公
開

の
も

の
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
は
定
か
で
な
い
が
、
あ
る
程
度
は
そ
う
し
た
文
書
も
存
在

す
る
よ
う
に
思
え
る
。
前
記
し
た
長
尾
政
景
あ
て
の
書
状
も
、
「上
杉
家
文
書
」

や

「歴
代
古
案
」
な
ど
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
文
書

の

一
つ
で
あ
る
。

古
文
書
の
写
の
収
載
に
あ
た

っ
て
、
本
書
で
は
文
書

の
字
を
そ
の
ま
ま
写
す
ご

と
は
せ
ず
、
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
改
め
た
り
し
て
、
全
体
を
形
の
整

っ
た
漢
文
体

に
直
し
て
い
る
。
『上
杉
年
譜
』
所
収
の
文
書
も
同
様

の
形
式
で
あ
り
、
「謙
信
公

御
書
集
」
・
「覚
上
公
御
書
集
」
が

『上
杉
年
譜
』
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
可
能

性
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
手
法
は
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

文
書
の
形
式
面
も
含
む
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
と

い
う
意
味
で
は
問
題
を
含
む
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
文
書

の
内
容
の
み
を
整
然
と
記
録
す
る
に
は
、
こ
の
方

法
に
よ
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
り
、
読
者
に
も
親
切
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。
「謙
信
公
御
書
集
」
・
「覚
上
公
御
書
集
」
に
収
録
さ
れ
た
文
書
は
、
必
ず

し
も
原
文
書
の
姿
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
は
い
な

い
が
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
正
確
に

筆
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「謙
信
公
御
書
集
」
と

「覚
上
公
御
書
集
」
が
、
米
沢
藩
に
お
け
る
修
史
事
業

の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と
達
成
は
江
戸
時

代
の
史
学
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。
こ
の
両
書
の
中
に

あ
る
具
体
的
記
事
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
事
実
が
紡
ぎ
出
せ
る
の
か
。
果
た
す
べ
き

課
題
は
多
い
が
、
今
回
は
簡
単
な
紹
介

の
み
に
止
め
、
す
べ
て
を
後
日
に
託
し
た

い
。
な
お
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
両
書
は

「御
書
集
」
と
は
い
い
な
が
ら
謙
信

・
景
勝
の

「御
書
」
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
文
書
を
収
録
し
て
お
り
、
ま
た

「前

書
」
や

「狸
言
」
の
部
分
も
重
要
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
い
え
ば

「古
案
前
書
極

言
集
」
と
い
う
の
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
謙
信
や
景
勝
の

「御
書
」
を
集
成

し
た

「謙
信
公
御
書
」
・
「景
勝
公
御
書
」
と
い
う
表
題
の
書
物
も
現
存
す
る
か
ら
、

「謙
信
公
御
書
集
」
・
「覚
上
公
御
書
集
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
だ
と
こ
れ
と
混
同
す

る
恐
れ
も
あ
る
。
ま
た
前
述
の
よ
う

に

「御
年
譜
略
」
あ
る

い
は

「御
年
譜
略

録
」
と

い
う
表
題
も
み
ら
れ
、
内
容
的
に
も
上
杉
家

の
年
譜
作
成
過
程

の
稿
本
的

書
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
、
思
い
切

っ
て

「上
杉
家
年
譜
略
録
」
と
で
も

命
名
し
た
ほ
う
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
内
容
の
分
析
と
と
も
に
、
こ
の
書
物
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の
タ
イ
ト
ル
を
ど
う
決
定
す
べ
き
か
と

い
う
こ
と
も
大
き
な
検
討
課
題
で
あ
る
。
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[付
記
]

こ
こ
で
紹
介
し
た

「謙
信
公
御
書
集
」
十
五
冊
、
「覚
上
公
御
書
集
」

二
十

一
冊
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
す

べ
て
撮
影
し
て
影
印
出
版
す
る
計
画
が

あ
り
、
近
く
臨
川
書
店
か
ら
刊
行

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

(「謙
信
公
御
書

集
」

一
冊
、
「覚
上
公
御
書
集
」
二
冊
の
計
三
冊
の
予
定
)
。
こ
の
影
印
出
版

に
よ

っ
て
こ
の
書
物
の
性
格
づ
け

や
、
収
載
文
書

の
検
討
が
進
み
、
戦
国
大

名
上
杉
氏
の
研
究
、
さ
ら
に
は
広
く
戦
国
時
代
史
研
究
に
役
立
つ
こ
と
に
な

れ
ば
幸

い
で
あ
る
。


